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解説

戸畑地区キャンパスネットワーク参加のすすめ

山之上卓X

1. コンピュータネットワークでできること

情報科学センターでは、学内コンピュータネットワークの強化を進めています。学科LA.N (LAN 

: Local Aria Network) や情報科学センターLANに、研究室や事務室や自宅にある、パソコンやW

S （ワークステーション）を接続することによって、学内だけでなく世界中のコンピュータを利用し

たり、データを交換したりすることが可能になります。図 1に研究室・事務室・自宅にあるパソコン

やWSから見た、ネットワークと利用可能なサービスを示します。

コンピュータネットワークの最も大きな利点は、電子メールが利用できることです。電子メールは、

郵便よりはるかに早く届きます。また、電話と違って相手が留守でもメッセージは届きます。 BITNET

や JUNETの電子メールを利用することによって、世界中の研究者と交流することが可能になります。

実際、既に多くの教職員や学生の方々が国内や海外の研究者と、さかんに電子メールのやりとりをさ

れています。学会によっては、電子メールで論文の投稿を受け付けているところもあります。

電子メールには、ある特定のアドレスにメールを送ると、そこに登録された複数のアドレスにメー

ルを再送する機能を持っています。この機能をメールリストと呼びます（図 2)。メールリストを利

用して議論などを行うことも可能です。メールリストで議論を行えば、すべての記録を残すことがで

ぎます。

rヽ 本学の情報工学部・制御システム学科では、教室会議の議論の大半が、メールリストを利用してお

ごなわれています。また学科事務と敦職員間の文書のやりとりの多くも電子メールが利用されていま

す。本学の一部の委員会では、メールリストを利用して議論を行ったり、連絡をとりあったりしてい

ます。昨年夏に情報工学部で行われた認知科学会の全国大会では、メールリストを利用して大会の運

営が行われました。

メールリストの規模を大きくしたようなものとして、 JUNETのニュース， BITNETのリストサープが

あります。これはパソコン通信のBBS （電子掲示板）に類似したものです。ニュースやリストサー

プには、毎日、世界中から、大量のメッセージが届いています。例えば、ニュースの fj.meetingsや

よ 情報科学センター yamanoue@isct.kyutech.ac.jp 
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news.announce.conferenceなどのニュースグループ (BBSにおける 1つの部屋）には、国際会議

の開催案内や、 Callfor,Paparsなどの記事が投稿されています。また、ニュースやリストサープを

通じて PDS （パプリック・ドメイン・ソフト：無料で利用できるソフト）も配布されています。

九州大学大型計算機
大蝿槙1t算 {VP)
データペース
(JICST, INSPEC,●le.) 

•その他

MELCOM 

ミこ・スー／1゚←(a111ant) 
中規模It算
•その他

飯塚 IBM

・中規複It算
・―棗塚地区教育
子メール
・BBS 

•その他

田内・田外の

大学・研究桟関

・データペース
・電子メール
•PDS 
. C●11 for Paper● 
• 1i1l文投藝
その他

戸畑 IBM
小規槙計算
戸爛地区歓育
電子メール
・BBS 

•その他 。
センターWS
・電子メール

コンピュータネットワーク

電子メール
.::.ュース
・研究データ渇遍
学科事務文書
・字科会繭

•その他 。
肉1 研究室・事務室や自宅のパソコンやWSから見た、

ネットワークと利用可能なサーピス

PDS  :パプリックドメイン，ソフト

無料で利用可能なソフト

BBS  :電子掲示板

ニュース： JUNETにおける電子掲示板
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□ 三
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□三
図2 メールリスト

本学の IBMホストでは、 BITNETのリストサープを利用した BBSが運営されています。このBB

Sは JUNETのニュースとも連携しています。 BBSを利用して学生間，学生ー教職員間の交流も行わ

れています。

UNIXのWSには、 ftpというコマンドがあります。このコマンドは、ネットワークに接続された2

台のWSの間でファイル転送を行うものです。 WSによっては、 ftpを使って、誰でも自由に、 PD

Sを引き出せるようにしているものもあります。

将米、事務部，福利厚生施設（生協等）がネットワークに接続されると、事務文書のやりとり，本

の注文，航空券の予約等が、研究室や事務室に居ながらにしてできるようになります。また，本学の

図書館がネットワークに接続されると、図書の検索が研究室や事務室に居ながらにしてできるように

もなります。

コンピュータネットワークには、コンピュータウィルス，ハッカー，管理運営が大変等の問題があ

りますが、教育研究を行うためには必要不可欠な 1つの資源となってきています。
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2.ネットワークで利用できる情報科学センターのコンピュータ

ネットワークでユーザが利用できる情報科学センターのコンピュータには以下のようなものがあり

ます。

飯塚地区ホスト (IBM3081)

飯塚地区の教育および、全学の研究用のコンピュータです。教育用としてCMS,研究用としてM

VSの2つのシステムが稼働しています。 CMSは飯塚地区の全学生教職員が利用できます。 MVS

は全学の研究登録ユーザが利用できます。 CMSでは BITNETやBBS （電子掲示板）等が利用でき

ます。 MVSは学術情報センターのN1ネットワークに接続されています。 N1を通じて全国の共同

利用大型計算機センターや学術情報センターを利用できます。 「jpnkisci」という名前が付いていま

す。

（全学の）各学科LAN,飯塚地区データホン，戸畑地区の SSホン，電話外線，戸畑飯塚両キャ

ンパス端末講義室のパソコン端末から利用できます。
。

戸畑地区ホスト (IBM4381)

戸畑地区の教育用のコンピュータです。教育用としてCMSが稼働しています。戸畑地区の全学生

教職員が利用できます。 BITNETやBBS （電子掲示板）等が利用できます。 「jpnkisct」という名

前が付いています。

（全学の）各学科LAN.飯塚地区データホン，戸畑地区電話内線（日本語不可），戸畑地区の S

Sホン，電話外線，戸畑飯塚両キャンパス端末講義室のパソコン端末から利用できます。

。ミニ・スーパーコンピュータ alliantFX/40 

ベクトルプロセッサを4個備えたマルチCPUコンピュータで、最大 95MFLOPS（浮動小数点演算を

一秒間に 9500万回実行できる）程度の能力を備えています。情報工学部の制御システムと機械シス

テムの教職員および、全学の研究登録ユーザーが利用できます。 24時間運転を行っています。 OS

は UNIXです。

「alale」という名前が付いています。

（全学の）各学科LAN,飯塚地区データホン，戸畑地区の SSホン，電話外線から利用できます。

九州工業大学・情報科学センター
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Spare Station I 

SUNの RISC(Reduced Instruction Set Computer) ・ W Sです。 IBM4381と比較して、遜色

ないスピードを持っています。 JUNETの電子メールやニュースを利用できます。戸畑地区の、 WSを

もっていない研究登録ユーザ用として解放しています。 OSは UNIXです。 「seri」という名前が付

いています。

（全学の）各学科LAN,飯塚地区データホン，戸畑地区の SSホン，電話外線から利用できます。

飯塚ホストゲートウェイ (Be-net)

九州大学大型計算機と、飯塚ホストに接続されたwsです。研究室のWSやパソコンを、九州大学

大型計算機や飯塚ホストの日本語フルスクリーン端末として利用するときに、このゲートウェイを使

います。 「net3270i」という名前が付いています。

（全学の）各学科LAN,飯塚地区データホン，戸畑地区の SSホン．電話外線から利用できます。

戸畑ホストゲートウェイ (Be-net)

戸畑ホストに接続されたWSです。研究室のWSやパソコンを、戸畑ホストの日本語フルスクリー

ン端末として利用するときに、このゲートウェイを使います。近いうちに九州大学大型計算機とも接

続する予定です。 「net3270t」という名前が付いています。

（全学の）各学科LAN,飯塚地区データホン，戸畑地区の SSホン，電話外線から利用できます。

MELCOM 800III 

戸畑地区の研究用コンピュータです。学術情報センターのNlネットワークに接続されています。

主に、九州大学大型計算磯ヘバッチを投入するために利用されています。

戸畑地区の SSホン．戸畑地区電話内線，電話外線から利用できます。
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3.イーサネットについて

学科LANの多くは「イーサネット」と呼ばれるネットワークが使用されています。イー・サネット

は、標準で最大 lOMbpsのデータ転送速度もつネットワークです。パソコンにモデムをつないで

データ通信を行う場合は最大 9600bpsくらいまでですから、イーサネットはこの場合の約 1000倍

のスピードを持つことになります。

イーサネットで使われるケープル（イーサネットケープル）としては、主に

黄色い同軸ケープル (1OBASE5, シック・イーサともいう）

黒くて細い同軸ケープル (10BASE2, シン・イーサともいう）

ツイストペアと呼ばれる電話線 (lOBASE-T)

の3種類が使われています（図3)。

10BASE5はケープルの皮膜に穴をあけて、 「トランシーバ」を接続し、そのトランシーバに

WSやパソコン等を接続して利用されます。

10BASE2はトランシーバのコネクタ間を 10BASE2の同軸ケープルで接続します。

lOBASE-Tは「HUB」と呼ばれる機器を中心に、 HUBと「電話線トランシーバ」間を電

話線で接続して利用されます。

。
イーサネットの上では、 「TCP/IP」というプロトコル（ネットワークで通信するためのきまり）が

使われています。イーサネットに接続される機器すべてに、 「Ipアドレス」と呼ばれる 32ビット

で表される番号がつけられています。

現在本学のイーサネットは、 TCP/IPを用いた広域ネットワーク「WIDE」と接続されています。

WIDEは海外にも接続されています。従って、 Ipアドレスは、公認された、世界で唯一であるよ

うな番号を使用しなければなりません。本学では、既に正式な Ipアドレスを取得しており、各学科

等に対する Ipアドレスの割当も決定しています。

Ipアドレスは通常、 0から 25 5までの 10進数 (8ビット）を「．」で区切って4つ並べ、

131. 206. 3. 50 

のように表示されます。ここで最初の16ビット (10進表示で最初の 2つの数字）は、通常大きな

組織を識別するのに利用されます (131.206は本学飯塚地区を表しています）。次の8ピット (10 

進表示で 3番目の数字）は、組緑内のLANを区別するのに利用されています (3は飯塚情報科学セ

ンターの 1つのLANを表しています）。最後の 8ピット (10進表示で最後の数）は、 LANに接

続されたWSやパソコンなどの機器を識別するのに利用されています (50は alaleを表していま

す）。

。

九州工業大学・情報科学センター
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図3 イーサネットのいろいろ

人間にとって、数字の列である Ipアドレスは、親しみにくく、覚えにくいものです。従って、 I

Pアドレスに対応して、イーサネットに接続される機器には「ホスト名」がつけられています。

イーサネットによる通信は、無線通信に類似しています（図4)。無線通信における大気は、イー

サネットケープルと呼ばれる同軸ケープル（電話線の場合もある）に対応しています。無線局におけ

るコールサインは、 Ipアドレスに対応しています。
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広報第4号 1991.5 



解説

Jールサイン 1 J→ルナイン 2 コ4"イン 3 
無線通信

゜イ-がネット▲が7‘ル（大気）

イ-舟ネ

Ip アト‘レス I (1-t乎イン 1) 

三J ニ
IP アト`レス 2 (1-ル手イン 2) IP アト`レス 3 （コ←ル手イン 3) 

イーサネット

図4 無線通信とイーサネット

イーサネットには、 「パケット」と呼ばれる信号が流れてまいす。パケットは、

送信側の Ipアドレス

受信側の IPアドレス

エラーを検出するためのデータ

データそのもの

等を 1まとめにしたものです。

。
イーサネットに接続される機器が増加していくと、イーサネットを流れるパケットが混雑し（これ

をパケットの衝突と呼びます）、通信速度が遅くなっていきます。この問題を解決するためには「 I

Pルータ」や「ラーニング・プリッジ」と呼ばれるものが利用されます。

I pルータは、複数のイーサネットケープルに接続される機器です。あらかじめイーサネット間を

転送するアドレスを教えておき、転送すべきアドレスを持ったパケットをモニタしたとき、そのパケ

九州丁翌［大学・情報科学センター
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ットを別のイーサネットに転送するものです。

幹線LAN

学科LAN内で通信されるパケットは
IP)いータによって幹線LANに流出しない。

学科LAN同や学科LANと学タト同などで
通信されるバケットは、 IP)レータを通過して、
幹線LANに流出する。

國 5 I Pルータを利用したネットウークの階層化

I pルータを 2ndイーサが接続できるWS

で代用することもできる',

解説

I pルータを使用してイーサネットを階層的に構築し、ネットワーク階層の下位にあるローカルな

機器の間の通信データをネットワークの上位に流さないようにすることができます。本学のイーサネ

ットも、ネットワークの下階層にある学科LANや情報科学センターLANを、上階層にある基幹L

ANに、 I pルータで接続した形態をとっています（図 5)。

ラーニングプリッジは、複数のイーサネット間に流れるパケットをモニタして、自動的に、どのパ

ケットを転送すべきかを学習するものです。

TCP/IPでよく利用される機能として、 telnet, rloginおよび ftp があります。

telnetと rloginは、ユーザが使用しているWSやパソコンを、別のWS等の端末にするときに利

用します。

telnet 接続先のホスト名または Ipアドレス

を実行すると、接続先の機器が、ユーザ IDとパスワードをユーザに尋ねます。これに答えると、現

在使用しているWSやパソコンが、接続先のWS等の機器の端末になります。

たとえば、情報科学センターの alliantに接続する場合は、

telnet alale 

telnet alale.isci 

telnet ala le. isd. kyutech. ac. jp 

telnet 131. 206. 3. 50 

-11- 九•I•I•I工業大学・情報科学センター
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のいづれかを実行します。ごこで、 alaleは、 alliantのホスト名を表します。 alale.isciと al

ale. isci. kyutech. ac. jpは、ネームサーバと呼ばれる機能が動いているWSから接続するときに使用

します。 131.206. 3. 50は、 alliantのIpアドレスです。 （なお、 alliantに接続する場合、端末

となる機器の Ipアドレスとホスト名を前もって、 alliantに登録しておく必要があります。この件

に関しては、情報科学センターにお問い合わせください。）

ftpは、ユーザが使用しているWSやパソコンと、別のWS等の間でファイル転送を行うときに利

用します。

ftp 接続先のホスト名または Ipアドレス

を実行する と、接続先の機器が、ユーザIDとパスワードをユーザに尋ねます。これに答えると、

ftp> 

が表示されて、コマンド待ち状態になります。ここで入力できるコマンドの一部を以下に示します。

cd 接続先のチェンジディレクトリ

ls 接続先のファイルリスト表示

! Jマンド ローカル（自分の）マシンのコマンド実行

binary バイナリーファイルの転送モードに切り替える

ascii アスキーファイル（テキストファイル）の転送モードに切り

替える

put 7ァイル名 ローカルマシンのファイルを接続先に転送する

get 7ァイル名 接続先のファイルをローカルマシンに転送する

？ コマンド一覧表示

九・）•I•i 工業大学・情報科学センター
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解説

4. SS-NETについて

戸畑地区では簡便なコンピュータネットワークとして、 SS-NETの導入を進めています． SS-NETは

センターに設置してある電子電話交換機に SSホン (SS-NETの電話機）を接続したものです．

SSホン 1台で

電話としての音声データ

9600bpsまでの非同期シリアルデータ（パソコン接続用）

!Mbpsの TCP/IP用データ

(ws接続用，別に EDB : Ether-Net Data Boxが必要）

を同時に通信できます． このためパソコンや wsを別の WSやホストコンピュータに接続したまま、

電話をかけたり受けたりすることができます．

現在 SS-NETで以下のことが可能です．

通常の電話（既設の黒電話の置き換え）の利用

研究室の WS、学内ネットワーク (KITNET)に接続することにより、 UNIXネットワークで

ある JUNETの電子メールやニュース (JUNETの電子掲示板）を利用できる．

研究室のパソコンをセンターや学科の WSに接続することによって、 JUNETの電子メールや

ニュース (JUNETの電子掲示板）を利用できる．

研究登録ユーザは、研究室のパソコンや wsを、ミニスーパーコンピュータ alliantの日本

語フルスクリーングラフィック端末として利用できる．

研究室のパソコンや wsを IBMの日本語フルスクリーン端末として利用できる．

（将来、 WSをグラフィック端末として利用できる予定）

研究室のバ‘ノコンや wsを九州大学大型計算機の日本語フルスクリーン端末として利用でき

る．

研究室のパソコンを MELCOMのグラフィク端末として利用できる．

自宅のパソコンから、モデムを通じて、研究室の WSや alliantなどに接続できる．

SSホンの設置には、工事費を含めて約 12万円必要です． また、 WSを TCP/IPで接続するため

には別売りの EDB （約 13万円）が必要です．詳しくは、情報科学センター山之上（内線 571)ま

でご相談下さい．

注意

内線電話を SSホンに置き換えると、その回線で、モデムやファックスを利用できなくなります。

各学科に引かれている電話回線の空きがある場合、内線電話とは別に SSホンを設置することも不可

能ではありませんが、この回線は各学科内でLANを引いた場合の、学科LANーセンター間の接続

用に利用されることをおすすめします。

-13- 九州工業大学・情報科学七ンター
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5. ネットワークを利用するために必要なもの

ネットワークを利用するためには、次のようなものが必要です。

5. 1．研究室や事務室のパソコンやWSを学科LANに接続する場合

この場合は、図 6に示すものが必要になります。学科LANに接続するときは、各学科特有の設定

が必要になります。詳しくは各学科のネットワーク管理者にお尋ねください。

ユ[)) ⑪ OJ II トランシーバ・ケーフ｝l』 夕ヽ,,ブ・トランシーバ
ws 約 1万円 (10 m) 約3万円 II学科LAN(10BASE5の場合）

10BASE5, 

OJ 
II 10BASE2 

己 嗣 D q 

イーサネット・ホード トランシーバ・クーフル タップ・トランシーバ
パソコン 10-16万円 約 1万円 (lOm) 約3万円

(10BASE5の場合）

三
A u lケーブ）レ
約 1万円

D ロg 
ws 電話線トランシーバ圧～ミミ＝」三

学科LAN
lOBASE-T 

約4万円

AUiケーブ）V

三 攣 匝
切 1万円 ロヅツイストベア・ケーブル

Jゞ ソコン イーサネット・ポート 電話線トランシーバ
10-16万円 約4万円

図6 パソコン， WSを学科LANに接親するとき必要な機器

九州工業大学・情報科学センター
広報第4号 1991.5 -14-
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5. 2.研究室，事務室，自宅のパソコンを戸畑 SSホン，飯塚データホン，

戸畑内線黒電話，自宅の電話に接続する場合

この場合は、図7に示すものが必要になります。

； 己 ⑪ ⑪ 

RS23.ZC ストレート・ケ←7・ル 戸畑SSホン

解説

通信ソフト パソコン
飯塚テ、イジタルホン

センターで無料配布 約 5000円

｀ 
己 ⑪ ⑪ 乙 ” 通信ソフト Jゞ ソコン RSZ3ZC ストレ-ト・ケ-7`ル モデム

戸畑内線黒電話2400 bps MNP Class S 

センターで無料配布 約 5000円 4-5万円 自宅の電話

図7 パソコンを戸畑ssホン，飯塚ディジタルン，
戸畑内線黒電話，自宅の電話に接続するとき必要な機雑

5. 3. センターが配布する通信ソフト Kermitについて

情報科学センターでは、パソコン (PC9801)でネットワークを利用するための通信ソフトを

用意しています。

この通信ソフトのメニューが示す番号を選べば、自動的に、センターのWSや九州大学大型計算機

センターのFACOMに接続できるようになっています。

センターで用意している通信ソフトは、 Kermitを利用しています。 Kermitは、米国コロンビア大

学で開発されたパプリック・ドメイン・ソフト (PDS)です。 センターで用意しているKermitは、

筑波の高エネルギー研究所によって、 PC9801に移植され、日本語機能が追加されたものです。

Kermitは、次のよう特徴を持っています。

パブリック・ドメイン・ソフトである。

（販売目的でない限り、自由にコピーして使うことができます。）

ソース・プログラムが公開されている。

• DECの VT102の端末エミュレータである。

-15- 九州工業大学・情報科学センター
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グラフィック端未テクトロニク入 4014のエミュレータとしても利用できる。

テキストファイルの他，バイナリーファイルを転送できる。

JI S, シフト JIS,'EUC の漢字コードを選択できる。

初期設定ファイルを書くごとによって、通信速度や漢字コードなどの設定を自動的におごなう

ことができる。

初期設定ファイルを書くことによって、自動的に目的のコンピュータにログインさせることが

できる。 （オートログイン）

画面をスクロールアップしたりスクロールダウンして、画面から消えた通信内容を、後で確認

することができる。

画面のハードコピーをとるごとができる。

画面の内容をファイルに格納することができる。

ログを取得することができる。

各キャンパスの事務室に、新しいフロッピーディスクを持ってきていただければ、この通信ソフト

をコピーします。また、 seriの /usrl/info/kermitの下にkermitと、初期設定ファイルを置いてい

ます。

6.情報科学センターコンピュータネットワークマップ

現在の情報科学センターコンヒーュータネットワークの接続形態や Ipアドレスは、同8 （飯塚地

区）および図 9 （戸畑地区）のようになっています。

九州工業大学・情報科学センター
広報第 4号 1991.5 -16-
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2. l 

飯塚センター支線LAN l (Broadcast 131. 206. 2. 255) 

2.11 2. 21 2. 5 

64Kbps 

巴

九大 FACOM DAU外線直通電話

Tel 0948-29-7572 [2400bps] 

r 
3. 1 

飯塚センター支線LAN 2 (Broadcast 131. 206. 3. 255) 

3. 2 3.8 3. 50 3. 3 3. 2 3. 151-3. 154 

学情網 (X.25) 

133. 69. 128. 25==＝＞九大 (133.69. 56. 5) 
133. 69. 128. 17 ===>京大 (133.69. 40. 9) 

情報技術セミナーLAN(Broadcast 131. 206. 4. 0) 

4. 4 4. 5 4. 6 4. 7 4.8 4.101-4. 118 

r 

5. 1 

(Broadcast 131. 206. 5. 255) 

64kbpsビ］
I izula Hikari LAN 

1. 32-1. 47 
制御支線LAN

1. 48-1. 63 
機械支線LAN

1. 64-1. 79 
生化支線LAN

1. 80-1. 95 
人間科学支線LAN

1. 96-1. 111 

図8 飯塚地区センター Ipアドレス図 (1991/4月現在）
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130.3 

64Kbps―饂

129. 2 

戸畑センター支線LAN2 (Broadcast 130. 255) 

130. 1 

外線直通電話

(093) 882-7085 (0 93) 882-7086 

130.101 

BITNET 

SS-net (Broadcast 131. 206. 129. 255) 

こ

こ
9600bps 制御支線LAN 情報支線LAN

129. 144 ・ 129.160 

上

図9 戸畑地区センター IPアドレス屈 (19gl/4月現在）
注）図8及び図9中の説明

- I P7卜,以

下位16B!T

IPアド Vスー

下位16B!T

*IP7卜＇以上位 16B!Tは131.206 

九州工業大学・情報科学センター
広報第4号 1991.5

機能 (R) : fP"ーク （C) :セック'-運営用ws機種名
(B) :アリが (X) : X端末 330 : SUN/ 4 330 

(GW)：ゲート％イ SS/1: Spare Station I 
(CS): lミュ：：ケーリ3'J・サーI¥疇

(H) : ,I;スト

(NS)： こ1―ス・サ-/¥・
(U) : 1-サa-利用ws
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解説

7.おわりに

コンピュータネットワークは、ハッカーやコンピュータウィルス等の問題が発生する可能性もあり

ますが、教育研究を行うためには必要不可欠な資源となってきています。また、ネットワークに参加

する人数が多ければ多いほど、コンピュータネットワークの効果は大きいものになります。

端末機器の操作や、電子メールの読み書きの方法等、ほじめてのユーザにとっては敷居の高い部分

もあるとは思いますが、この機会にぜひ、コンピュータネットワークに参加されることをお勧めしま

す。

ネットワークのより詳しい説明や国内外の動向については、下記の文献等をご覧ください。

く参考文献＞

1) TCP/IP利用者の会編

「TAINSのやさしい使い方」

東北大学生活共同組合 1 9 9 0年5月

2) 村岡洋一，かけひかつひこ，永田守男，村井純編

「知のキャンパス ー大学における情報教育環境ー」

bi t別冊，共立出版 1 9 9 1年4月

3) 川添良幸．静谷啓樹訳編

「キャンパス・ネットワーキング」

b i t別冊．共立出版 1 9 9 0年 12月
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